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はじめに 
 渋川市・伊香保町・小野上村・子持村・赤城村・北橘村では、昨年８月２８日に「渋川地区市

町村任意合併協議会」を設立し、６市町村の合併についてさまざまな角度から検討・協議を行っ

てきました。 
そして、今こそが市町村合併のさまざまなスケールメリットを活かした新しいまちづくりと、

思い切った行財政改革を行う絶好の機会として、地域の自立と将来の飛躍に向けて積極的に取り

組むべきであると考えられます。 
 この資料は、合併の検討を進めるにあたっては、住民の皆さんの合併問題に関する理解と情報

共有を深めることが重要であるため、市町村合併の考え方と構成６市町村の方向性を幅広く理解

していただけるよう作成したものです。 
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１ なぜ、合併が必要なの？

（１）市町村合併の背景
少子高齢化の進行・日常生活の広域化・住民ニーズの多様化・国・地方財政の

悪化

今、全国の市町村では、少子高齢化の進行、日常生活圏の拡大、住民ニーズの高度化・多

様化、地方分権の推進、国・地方の厳しい財政状況など、さまざまな問題が累積し、行政運

営の体制や手法についても抜本的な変革が迫られる状況となっています。国では、これらを

背景に具体的かつ実効ある市町村合併の強力な推進に向けた支援を行っています。

（２）合併の必要性
安定した社会基盤の維持・たくましい行政基盤の確立・６市町村合併が最も有

効な対応策

高度成長期も終焉を迎え、渋川地区の人口規模等は比較的安定しながらも、住民の方々の

価値観や生活スタイルの多様化、少子・高齢化の一層の進行などに対応し、今後も定住人口

、 、の確保や生活サービス等の充実とともに 地区の活力を支える新たな産業の確立を図るなど

安定した社会基盤を維持していくことが求められています。

そして、自治体としての自立性や能力の向上に取り組むとともに、厳しい財政状況にも対

応できる、たくましい行財政基盤の確立を図ることが必要です。

このような現状や課題に的確に対応していくためには、渋川地

区の６市町村が一層連携して取り組む必要性があり、市町村合

併が最も有効な対応策であると考えます。
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・近年 10 年間（平成２年→12 年）
では、65 歳以上人口の率が
14.0%から 20.1％まで増加しま
した。 



２ 合併により期待される効果は？

心配されることは？

（１）合併の効果

①地域社会の維持・・・福祉や介護サービスの安定的な提供・施設整備の充実

合併によって財政・人材双方の充実とともに、福祉や介護サービスの

安定的な提供や、施設整備の充実が期待できます。

②産業活力の向上・・・広域的な交流の活発化・新たな活力や魅力の創出

合併によってそれぞれの地域特性を活かしながら、交通基盤の

充実や地域資源・施設の利用充実などを進め、地域内そして広域

的な交流の活発化や、新たな活力や魅力の創出が実現されます。

③行財政状況の健全化・・・人件費削減・住民との協働・マンパワーの向上

合併によって人件費削減による財政負担の軽減、特例債活用等による現行

、 、 、行政運営の維持や より効率的なサービス体制の構築のほか 住民との協働

専門的人材の育成などによるマンパワーの向上などにより、新たな行政運営

への取組みが可能となります。

④地区の「まちづくり」の一体性確保・・・基盤施設の効率性向上・河川利用

合併によって既存の基盤施設等の共通利用による効率性向上、土地活用の

向上などが推進されることが期待できる他、各地区の共通資源としての河川

利用などの新たな取組みへの展開も可能になります。

（２）合併に関する懸念への対応

区域の拡大や議員数の減少により、住民の声が届きにくくなるのでは？Q

旧市町村間の調整を図る「地域審議会」で対応が可能です！A



地域ごとの公聴会、行政モニターなど従来からあるも

、 「 」のだけではなく 旧市町村間の調整を図る 地域審議会

を設置し、合併前の旧市町村の意向に対応できるように

なっています。

役場が遠くなって、今までより不便になりませんか？Q

合併後も、町村役場が支所となり、同様のサービスが受けられます！A
合併後も、それまでの町村役場は、新市の支所として使

われ、住民票の写しや印鑑証明の交付といった窓口サービ

スをはじめ、住民の皆さんに密着したサービスは支所で扱

われます。

また、支所は住民組織や住民活動を総合的に支援し、イ

ンターネット等を活用した、電子申請化サービスの充実に

努めていきます。

中心部だけがよくなって、周辺部はさびれませんか？Q

地域のバランスある発展に配慮し、新市建設計画（まちづくり計画）A
を作成します！

合併前に、地域住民のさまざまな意見を反映させながら、合

併後のまちづくりをどのように進めていくか話し合い、地域全

体がバランスよく発展することに配慮した新市建設計画（まち

づくり計画）を作成します。新市建設計画や各種計画など、地

域の皆さんの意見を聞きながら施策に反映し、住民と行政とが

協働したまちづくりを目指します。

地域の個性や特徴がなくなりませんか？Q

各地域の歴史・文化・伝統を尊重し、コミュニティの充実を支援する体A
制を強化します！

各地域で育まれてきた歴史や文化、伝統などを尊重し、個性や特徴を伸ばせるまちづく

りを目指します。また、地域住民の１人１人が地域づくりに積極的に参加し、地域のさま

ざまな課題を研究しながら、自分の地域のこ

とは自分で行う地方分権社会の担い手となるな

ど、コミュニティの充実を支援する体制を強化

していきます。



３ 地域の人口は？

（１）主要指標の見通し
少子高齢化が進み、１０年後の渋川地区の人口は８３，０００人

現在の目標値としては、各市町村の総合計画に目標人口が示されていますが、国・県の動

向、平成12年までの動向を加味した推計によれば、現在人口より減少することが予想されて

います。

更に、６市町村別に、国立社会保障・人口問題研究所による推計法を用いて求めた値を合

算した推計値では、 と見込まれます。平成27年で約83,000人

平成 年 平成 （ ）年 平成 （ ）年12(2,000) 22 2,010 27 2,015

89,795 85,726 82,805総人口

年 歳～ 歳 （ ％） （ ％） （ ％）00 14 13,258 14.8 11,209 13.1 10,068 12.1

齢 歳～ 歳 （ ％） （ ％） （ ％）15 64 58,447 65.1 52,067 60.7 48,339 58.4

別 歳以上 （ ％） （ ％） （ ％）65 18,090 20.1 22,450 26.2 24,398 29.5

※各年年齢不詳含む

【参 考】

国・県の人口動向

国は平成１８年・県は平成１７年以降減少を想定

全国の人口は平成18年（2006）をピークに減少に転じると推計され、群馬県でも平成

17年以降は減少に転じるものと想定されています(※国立社会保障・人口問題研究所「都

道府県将来推計人口（平成14年3月推計 」)。）

総合計画による将来人口

６市町村の総合計画将来人口目標は、９４，０００人

目標年次設定に差異はありますが、新市建設計画の目標年次である平成27年までに、６

市町村の将来目標人口を合算すると約94,000人が見込まれています。

渋 川 市（平成18年 ：52,000人）

伊香保町（平成24年 ： 3,500人）

小野上村（平成22年 ： 2,300人）

子 持 村（平成22年 ：12,200人）

赤 城 村（平成23年 ：12,500人）

北 橘 村（平成23年 ：11,000人）

約94,000人



４　新しいまちづくりは？

（１）まちづくり計画の趣旨

（２）まちづくり計画の構成

１都市基盤の整備
２自然環境の
　保全・活用

３生活環境の整備
４保健・医療と
　福祉の充実

・道路、橋梁の整備 ・地球温暖化対策の充実 ・消防、防災体制の充実 ・医療体制の充実
・河川等の整備 ・ごみ減量化・再利用 ・交通対策の推進 ・保健事業の充実
・公営住宅の整備 ・緑の保全・活用 ・安全、安心なまちづくり ・社会福祉の向上
・上水道事業の推進 ・消費者関連事業 ・児童福祉の向上 １県と新市の役割分担
・下水道事業の推進 ・地域情報化の推進 ・高齢者福祉の向上 ２新市における県事業
・区画整理事業の推進 ・介護保険の充実 ・道路、橋梁整備

・国保、年金事業の推進 ・河川整備
・施設等整備

５教育・文化の充実 ６産業の振興
７開かれた
まちづくりの推進

８行財政の効率化

・学校教育の充実 ・農林業の振興 ・自治会 ・行政評価の推進
・生涯学習の充実 ・工業の振興 ・住民参加 ・行政コストの削減
・スポーツ文化の振興 ・商業の振興 ・都市、国際交流 ・事務事業の情報化
・地域文化の振興 ・観光の振興 ・男女共同参画

・勤労者対策の充実 ・情報公開
・広報広聴の充実
・ボランティア等の育成

本庁舎・支所等の整備 １財政推計
（現有庁舎の活用等） ２歳入（堅実に）

３歳出（健全な運営）

その他公共的施設
の統合整備

　　　まちづくり計画は、合併後の新しいまちづくりの指針となる計画で、新しいまちの速やかな一体化を
　　推進し、地域の均衡ある発展と住民福祉の向上をめざすため、どのようなまちづくりを行っていくのか
　　をしめすものです。
　　　計画の期間は、おおむね１０年後の地域を展望するものです。

Ⅴ　どんなまちづくりを行うのか

Ⅵ　県と行うまちづくり

Ⅶ　今ある施設をどうする Ⅷ　新市のやりくり

新市将来構想の範囲

財政的裏付
け

財政的裏
付け

主要な施策に係る
公共施設

１新市の将来像
２新市の基本目標
３基本方針
４土地利用構想
５地域整備の方向

１概況
２地区の現況、動
向
３地域別の概況
４関連計画整理

１国の合併推進
２合併の必要性
３懸念と対応
４合併によるまちづ
くり課題への対応

人口の推移計画策定の趣旨
計画の期間
計画策定方法

Ⅱ　なぜ合併か Ⅲ　今後の人口はⅠ今のまちの姿どんな計画か Ⅳ　まちづくりの方針



≪地区の概況≫ 

■住民意識調査結果の概要 
○居住する市町村内の施設、サービスや
環境などに対する不満度 
「鉄道・バスなどの交通機関の利便性」、
「自然・生活環境」「防犯灯設置などの防
犯対策」、「医療施設の数や夜間・休日など
の救急医療体制」、「文化や芸術に親しむ機
会や施設」、「商店街の活性化などの商業の
振興」、「インターネットなどを使った各種
サービスへの取り組み」 

○渋川地区が合併した場合に重視すべき
施策 
「医療体制の充実」が最も多く、次いで

「身近な生活道路の整備」 
○特性･魅力(市町村の魅力回答集計上位
分より) 
「豊かな自然」、「災害の少ない暮らしや

すい土地柄」 
○将来イメージに対する住民意見（キー
ワード上位 5位） 
「自然」「安心・安全」「福祉」「ふれあ

い」「やすらぎ」 

■概況 
・日本、群馬県のほぼ中心部、鉄道、高速道
路に代表される広域的な交通利便性の高
さ 

・山々に囲まれた地形としての一体性と平地
の限定性 

・温泉をはじめとする豊富な地域資源 
・地区全体では人口推移は横ばい、地区内で
は山間地域における人口減少と高齢化が
進行 

・各産業指標において県平均を概ね上回るが
横ばいで推移 

・歳入歳出額低下、経常収支比率の悪化 

■既計画によるまちづくりの方向 
○国、県計画 
・自然・観光資源の保全・活用、交流の場、
連携軸の形成、農林業の振興、自立的な
地域づくり 
○渋川広域圏計画 
・５つの圏域づくり（時代の変化に対応、
自然に親しむ、子ども、高齢者が住みよ
い、共同事業の充実、ネットワーク） 
○総合計画（６市町村まとめ） 
・豊かな自然と歴史性を活かす、交流の増
大、生活環境の充実 

（３）まちづくりの基本方針 

≪渋川地区のまちづくりの課題≫ 
 

●広域的位置 
・広域的な交通網や自然・観光レクリエ
ーション資源を活かした交流の拡大、
農林業の振興等を図った自立的な地
域づくりと、良好な住環境づくり 
 

●地形・土地利用 
・山林・河川などの自然環境の維持、混
在的な土地利用やスプロール化した
市街化への対応 
 

●人口 
・少子・高齢化、地区内の動向差（南部・
北部）への対応 
 

●都市基盤・交通 
・鉄道、高速道路等の広域交通網との連
携強化、地区内道路網・公共交通網の
充実 

 
●生活環境 
・道路などの生活基盤整備の充実、防犯
対策などの安全性向上 

 
●産業 
・農業・観光基盤の再生、主要産業間の
連携強化（農業、観光、商業、工業）、
雇用・就業環境の改善、充実 
 

●保健医療福祉 
・医療施設・体制等の充実、福祉サービ
ス等の維持 
 

●教育文化 
・身近な生活の中で文化や芸術に親しむ
環境づくり 

 
●地域資源 
・温泉、各種レクリエーション施設、特
産、イベント等の豊富な資源の活用 

 
●行財政運営 
・行政サービス等の効率化、健全な財政
運営の維持 
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【新市建設の基本方針（骨子案）】 

≪新市の将来像≫ 
やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”なまち

≪新市建設の理念≫ 
○たくましい行財政基盤の確立       ○安定した社会基盤の維持 
○一体的な都市としての性格を活かしながら新しい時代に対応した地域経営を確立 

渋川地区のそれぞれの地域が個性を発揮しつつ相互に連携を強め、恵まれた立地条件と豊
かな自然を活かしながら地域の活力を維持・創造する 

（設定要素） 
○総合計画キーワ
ード（将来像等か
ら抜粋：「水」、
「緑」、「歴史」、
「健康」、「交流」、
「ふるさと」） 

 
〇将来イメージに
対する住民意見
（キーワード上
位 5位） 
「自然」「安心・安
全」「福祉」「ふれ
あい」「やすらぎ」

≪合併の効果≫ 
・地域社会の維持、産業活力維
持・向上、行財政状況の向上、
地区まちづくりの効率化 

・・への可能性

《合併の必要性》 
・定住人口の確保や生活サー
ビス等の充実、地区活力を支
える新たな産業の確立、厳し
い財政状況への対応 
○少子・高齢化 
○住民の様々な要望 
○生活圏拡大 
○特色ある新市づくり 
○行財政運営の効率化 

《合併によるまちづくりの課題への対応》  
○計画的・一体的な、自然保全と適切な開発
促進 
○適正な人口構成や定住人口の確保 
○既存交通ネットワークの統合・整備、計画
的な整備の促進 
○整備プログラム確立等による計画的な整備
の促進 
○商圏維持と中心市街地の機能充実、観光地
としての他圏域との競争力向上 
○サービスの平準化やマンパワーの維持 
○教育環境や体制の平準化 
○多様性を持った魅力化、相互の施設連携・
統廃合等の促進 
○自治体の自立性維持、施設統廃合等の効率
化、組織のスリム化促進 

≪新市建設の基本的施策（８分野で設定）≫ 

○人にやさしく便利で快適なまちづくり（道路・交通） 
○美しく豊かな自然と共生するまちづくり（自然環境） 
○快適でやすらぎのあるまちづくり（生活環境） 
○健やかで温かな暮らしのあるまちづくり（健康・福祉） 
○豊かな心と個性ある伝統・文化を育むまちづくり（教育・文化・スポーツ）

○地域資源と連携による活力あるまちづくり（産業） 
○参加とふれあいで築くまちづくり（コミュニティ・市民参加） 
○協働と効率化で進めるまちづくり（行財政運営）

・自然に抱かれた やすらぎのまち        ・地域の連携と活力があふれるまち

・安全・安心で心すこやかに暮らせるまち     ・市民がつくるふれあいのあるまち

≪合併に関する
懸念と対応≫

 
○住民意見の反映

○役場の遠隔化 
○中心部と周辺部

の格差 
○サービス水準の

低下 
 

・・への対応

≪地域別まちづくりの方向≫ 



（４）将来像の導き出し

将来像設定の考え方

キーワード

将来像

　　　案：やすらぎと
　　　　　　　　　　　ふれあいに満ちた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ほっと”なまち

「やすらぎ」とは：美しく豊かな自然環境の保全と活用、安全・安心な生活、健やか
で老若男女の支え合いを意味します。
　
「ふれあい」とは：交流と協働、健全で知的な地域文化、快適な暮らしやすさを意味
します。

「ほっと」とは　　：産業振興、賑わい、活力、情熱、温かさ、温泉、スローライフを意
味します。

みどり

賑わい 自立、共生 活力

いきいき

彩り

安全・安心

交流

自然

連携

すこやか

市民

ふれあい

ほっと

やすらぎ

■新市建設の理念

・「概況、課題整理」
・「各市町村及び広域総合計画」
・「住民意識調査」
・「合併の必要性」

■ことばの設定

・「地域を表現することば」
・「総合計画の将来像」
・「住民意識調査のキーワード」
・「時代の潮流」「あるべき姿」



  

（５）新市建設の基本的施策 
■基本的施策の方向概念図 
理念と将来像       基本方針           基本的施策の方向 

（前掲） 
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域

別

ま
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方

向

 

自然に抱

かれたや

すらぎの

まち 

安全・安心

ですこや

かに暮ら

せるまち 

 

地域の連

携と活力

があふれ

るまち 

市民がつ

くるふれ

あいのま

ち 

○人にやさしく便利で
快適なまちづくり

（道路・交通） 

・幹線道路の整備・充実 

・公共交通の充実 

・身近な生活道路の整備 

○美しく豊かな自然と
共生するまちづくり

（自然環境） 

・自然環境の保全 

 

・自然と親しむ環境の整備 

○快適でやすらぎのあ
るまちづくり（生活

環境） 

・多様な生活基盤の整備 
・安全・安心なまちづくり 

・環境衛生の推進 

○健やかで温かな暮ら
しのあるまちづくり

（健康・福祉） 

・健康づくりの推進 
・医療体制の充実 

・福祉体制の充実 

○豊かな心と個性ある
伝統・文化を育むま

ちづくり（教育・文

化・スポーツ） 

 

・教育の充実 
・生涯学習の充実 

・スポーツ・レクリエーションの充実 

・文化・芸術活動の充実 

・青少年の健全育成 

○地域資源と連携によ
る活力あるまちづく

り（産業） 

・基幹産業の振興 
・雇用や就業環境の充実 

・温泉施設等の一体的利用の促進 

○参加とふれあいで築
くまちづくり（コミ

ュニティ・市民参加）

・交流活動の推進 
・市民参加や情報公開の推進 

・ボランティア活動の活性化の支援 

・男女共同参画社会の推進 

○協働と効率化で進め
るまちづくり（行財政

運営） 

・健全な行財政運営 

 

・情報化の推進 



  

（６）地域別まちづくりの方向 

渋川地区全体の将来像、基本方針の設定とともに、構成市町村を地域単位とした、地域別のま

ちづくりの方向を以下のとおり整理します。 

【渋川地域】 
渋川地域は榛名山麓と利根川、吾妻川の河川に囲まれた豊かな自然に恵まれ、日本、群馬県のほぼ

中央、そして鉄道駅、高速道路 IC による交通利便性、工業・商業等の産業機能が集積しています。 

 
交通利便性と都市機能の集積を活かした、交流と活力のあるまちづくり 
 

・中心市街地の活性化 

・都市・地域間の連携を支える道路整備や交通機能の充実 

・拠点的に都市機能を配置した、都市サービス機能や居住機能の充実 

 

■概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

榛名山麓の

自然を維持 

工場等の立

地を活かし

た産業系土

地利用の維

持 

農地や集落、沿

道市街地等の

調和 

良好な住宅市街地

の形成 

商業機能の充実

や各種公共施設

の立地を活かし

た都市サービス

機能の充実 

既存公園・学校の

立地を活かした複

合利用の充実 



  

【伊香保地域】 
伊香保地域は、榛名山麓に抱かれる、豊かな自然と温泉資源に恵まれた、古くからの歴史も有する

温泉保養地です。 

 
豊かな温泉と歴史性を活かした、温りのある住みやすいまちづくり 

 
・保養・観光等の拠点として更なる魅力づくり 
・交通拠点形成、防災性の向上や道路整備 
・自然と調和した集落地の整備 
 

■概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 

・保養・観光等の拠

点としての更なる

魅力づくり 
・交通拠点機能充実 農地や集落におけ

る農業振興、生活

基盤整備、自然景

観の保全 
防災性の向上や道

路整備 

榛名山麓の自然を

維持 



  

【小野上地域】 
小野上地域は、小野子山、十二ケ岳の南麓から子持山の西南麓に広がっており、南に吾妻川が流れ、

花き、果樹、菌茸類などの農業が盛んです。地域内には２つの鉄道駅、道の駅、温泉施設があります。 

 
豊かな自然と共生し、健康に暮らし憩いのあるまちづくり 

 
・小野子山南麓から子持山西南麓の豊かな自然を維持・保全 
・温泉施設や公共施設の改善 
・まちの中心となる拠点の形成 

 

■概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農地、集落地の生

活基盤の整備 

道の駅や温泉施設など

の沿道利用と、農地な

どの自然的土地利用と

調和した市街地の形成 
公共施設や学校等

の立地を活かした

まちの拠点の形成

小野子山、十二ケ岳の

南麓から子持山の西

南麓の自然を維持 



  

【子持地域】 
子持地域は、子持山東南麓一帯に広がっており、利根川と吾妻川に挟まれ、渋川市と赤城村に接す

る部分に白井城址として城下町・宿場町の歴史を有するまちなみが形成されています。 
 
自然と歴史資源を活かした、健康で住みよいまちづくり 
 
・子持山東南麓の豊かな自然を維持 
・まちの生活拠点の形成、良好な居住環境の形成や黒井峯遺跡、白井城址周辺整備 
・歴史・自然資源を活かした花と食のまちづくり 

 
■概念図 

 
 
 
 
 
 

歴史や風土特性を

重視し、沿道市街

地とも調和した良

好な住環境の形成 

市街地に近い山麓

の自然を活かし

た、身近に自然に

触れ合えるゾーン

の形成 

歴史、文化、行政など

の多様な機能が集積し

たまちの拠点の形成 

子持山東南麓の自

然を維持 

遺跡公園の整備や

農地、集落の生活基

盤の整備、田園的景

観の保全 



  

【赤城地域】 
赤城地域は、赤城山西麓に広がり、西に利根川が流れ、鉄道駅、高速道路ＩＣが立地し高い交通利

便性と、温泉施設や、イチゴ・リンゴなどを主とした観光農業を展開しています。 

 
自然と産物の恵みと交通利便性を活かした、いきいき暮らすまちづくり 

 
・赤城山西麓の豊かな自然や産物を観光資源として活用 
・健康公園ゾーンの形成 
・福祉医療の充実による生活環境の向上 
 

■概念図 
 
 
 
 
 

温泉、福祉施設

等の立地を活

かした健康公

園ゾーンの形

成 

赤城山西麓の自然

の維持、レクリエ

ーション施設等の

活用 

農地・集落地の維

持、生活基盤の充

実、田園的景観の

保全 

歴史や風土特性を

重視し、沿道市街

地とも調和した良

好な住環境の形成 



  

【北橘地域】 
北橘地域は、赤城山西南麓のなだらかな斜面地に広がる穏やかな農村集落地でしたが、近年、渋川

市や前橋市のベッドタウンとして、宅地化の進行が見られています。 
 
身近に自然が感じられ、美しく豊かに暮らすまちづくり 

 
・赤城山西南麓の豊かな自然や農地などの維持・保全 
・温泉施設等を活かした福祉医療の充実 
・まちの生活拠点の形成や、公共交通網の充実 

 
■概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史や風土を重

視した良好な住

環境の形成 
公共施設、学校等

の立地を活かし

たまちの拠点を

形成 

農地、集落地の維

持、生活基盤整備の

充実、田園的景観の

保全 



  

（７）新市の将来都市構造（土地利用等） 
①基本的な考え方 
新市の将来都市構造（土地利用等）については、新市のまちづくりの前提条件となる基本構

造を示すものとし、以下の考え方に基づき設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②設定について 
基本的考え方をふまえ、新市の土地利用は、自然保全ゾーン、山麓ゾーン、市街地ゾーン、

産業ゾーン、複合利用ゾーンの概ね５つのゾーンに区分して、計画的な利用や現在ある環境

の保全等を図ります。 

各ゾーンの設定と共に、新市の様々な都市機能をバランスよく配置・集約するとともにそ

れらが相互に連携するよう、拠点と都市軸についても設定します。 
 

●地域別まちづくりの方向 

【渋川地域、伊香保地域、小野上地域、

子持地域、赤城地域、北橘地域】 
【新市としての一体的なまちづくり】 

〇新市の豊かな自然や農業等の生産環境を一体

的に保全 

〇新市の求心性や交流を高める既存拠点の充実 

〇市民生活の利便性を向上させる拠点づくり 
〇新市内の有機的交流を促すネットワーク強化 

 

●新市としての基本構造を設定 

●設定要素【ゾーン・拠点・軸】 
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